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2022 年度日本ダクタイル鉄管協会セミナー開催予定

支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

北海道 １１月１日
札幌市

会津若松市上下水道局 副局長兼上水道施設課長
鈴木　勇人 氏

会津若松市水道事業における水道わかまつ
アクションプランと水道 DX の取組

旭川工業高等専門学校 校長（北海道大学名誉教授）
五十嵐　敏文 氏

公共事業で発生する自然由来重金属等への対応
～北海道新幹線建設を例として～

東北

10 月 26 日
仙台市

北海道大学大学院 工学研究院 環境工学部門 環境リスク工学研究室 教授
松井　佳彦 氏

水道水質基準と
レギュレトリーサイエンス

熊本市上下水道局 計画整備部 計画調整課 技術監理室 室長
本田　義晴 氏

熊本地震からの復旧
～災害対応管路としての品質管理～

2023 年 1 月 19 日
盛岡市

金沢大学 名誉教授
宮島　昌克 氏

上水道防災学のすすめ
～耐震化から強靭化へ～

独立行政法人 水資源機構 理事
熊谷　和哉 氏 水道第四世代の創生

関東

7 月 20 日
さいたま市

横浜市水道局 配水部長
江夏　輝行 氏 水道料金改定と管路整備

東京大学工学系研究科 社会専攻 教授
沖　大幹 氏 水と気候変動と持続可能な開発

9 月 6 日
新潟市

八戸圏域水道企業団 工務課長
内宮　靖隆 氏 ICT 技術を活用した耐震管布設工事

東京大学生産技術研究所 准教授
清田　隆 氏 液状化防災の高度化に関する研究紹介

9 月 30 日
水戸市

石巻地方広域水道企業団 建設課 技術副参事兼建設課長補佐兼建設管理係長
佐々木　知洋 氏 東日本大震災に係る水道施設の復旧

筑波大学 システム情報系 教授
庄司　学 氏 上下水道インフラの防災・減災技術

11 月 7 日
長野市

厚生労働省 医薬・生活衛生局 水道課長
名倉　良雄 氏 最近の水道行政と今後の水道について

東京都市大学 建築都市デザイン学部 都市工学科 教授
長岡　裕 氏

これからの水道技術の考えかた
― 水源・浄水場・管路・ユーザーの直列
システム全体をとらえることの重要性 ―

12 月 1 日
静岡市

新潟市水道局 秋葉事業所 所長
山本　真司 氏

新潟市における
「施設能力の適正化」の取り組み

京都大学大学院 工学研究科 教授
清野　純史 氏 ライフライン地震防災と今後の展望

2023 年 1 月 25 日
千葉市

公益財団法人 給水工事技術振興財団 専務理事
石飛　博之 氏 未定

東京都立大学 都市環境学部 特任教授 水道システム研究センター 所長
小泉　明 氏 未定

終了しました

終了しました

終了しました
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支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

中部 11 月 28 日
名古屋市

呉市上下水道局 技術部 副部長
増木　誠治 氏

豪雨災害後の災害に強いまちづくりの
推進について

東京都市大学 建築都市デザイン学部 都市工学科 教授
長岡　裕 氏

これからの水道技術の考えかた
― 水源・浄水場・管路・ユーザーの直列
システム全体をとらえることの重要性 ―

関西

9 月 13 日
大阪市

千葉大学大学院 工学研究院 融合理工学府 地球環境科学専攻 都市環境システムコース 教授 
丸山　喜久 氏

近年の自然災害時における
ライフライン施設の機能支障

東海国立大学機構 名古屋大学 減災連携研究センター 共創社会連携領域 准教授
平山　修久 氏

水道文明と水道文化から
レジリエントな水道を考える

11 月 15 日
京都市

京都大学大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 環境システム工学講座 教授 
伊藤　禎彦 氏

水道料金値上げに対する容認度を
高めるためのコミュニケーション技術

石巻地方広域水道企業団 建設課 技術副参事兼建設課長補佐兼建設管理係長
佐々木　知洋 氏 東日本大震災に係る水道施設の復旧

関西・
中国四国

共催

2023 年 1 月 17 日
高知市

関西大学 環境都市工学部 都市システム工学科 教授
飛田　哲男 氏 未定

熊本市上下水道局 計画整備部 計画調整課 技術監理室 室長
本田　義晴 氏

熊本地震からの復旧
～災害対応管路としての品質管理～

中国
四国

11 月 17 日
広島市

東京都立大学 都市環境学部 都市基盤環境学科 准教授
荒井　康裕 氏 未定

公益財団法人 水道技術研究センター 常務理事
清塚　雅彦 氏

水道の事故と
アセットマネージメント

九州

10 月 13 日
福岡市

近畿大学経営学部経営学科商学研究科 教授
浦上　拓也 氏 水道事業の持続可能性について

公益財団法人 水道技術研究センター 常務理事
清塚　雅彦 氏

水道の事故と
アセットマネージメント

11 月 29 日
那覇市

千葉大学大学院 工学研究院 融合理工学府 地球環境科学専攻 都市環境システムコース 教授
丸山　喜久 氏

近年の自然災害時における
ライフライン施設の機能支障

福岡市水道局 整備推進課長
田中　辰夫 氏

福岡市における配水管の更新・耐震化の
取り組みについて

埼玉会場 【 7月20日】

東京大学工学系研究科 教授　沖 大幹 氏 横浜市水道局 配水部長　江夏 輝行 氏 ロビーではパネル展示等も

終了しました

終了しました
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暮らしをつくる。未来をつくる。―「下水道展’22東京」に出展
　8月2日～5日の4日間、東京ビッグサイトで「下水道展’22東京」が開催され、日本ダクタイル鉄管協
会も「下水道・暮らしの未来を支えるダクタイル鉄管」をテーマとして出展しました。
　ブースでは強靭で持続可能なライフラインを構築するダクタイル鉄管を表現し、メイン展示を円形
で構成しました。通路を行き交う来場者に向けて、デザインマンホール蓋や大型モニターでブースをア
ピールするほか、GX形管やNS形E種管のカットサンプルをパネルとともに紹介し、耐震手動模型やGX
形伸縮手動模型などを触って構造を理解していただきました。ブースには1日約100人前後が来場し、
来場者からは、ダクタイル鉄管の設計についての質問なども寄せられ盛況を呈しました。
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規格ニュース
JWWA G 113,114（水道用ダクタイル鋳鉄管 , 異形管）
JWWA G 120,121（水道用ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 , 異形管）

下記の表の内容を主な改正点として、令和 4 年 7月15日付けで改正された。
表　主な改正点

図　ＰＮ形の継手構造

規格 接合形式 改正前（2015 年版） 改正後（2022 年版） 改正内容【理由】

JWWA
G

113
・

114

NS形 （改正点なし） −

S形 （改正点なし） −

US形 SB 方式､ VT 方式､ LS 方式 （LS方式のみとなり方式の規定
なし）

SB･VT 方式を削除【出荷実績が
なくなり LS 方式に集約】

PⅡ形 （規定あり。呼び径300～1350）（規定なし） PⅡ形を削除【出荷実績がなくな
った（PN 形に移行）】

PN形

①セットボルトのある継手構造
②異形管は、受挿し短管（呼び径

300～1100）のみ

①セットボルトの無い継手構造
②異形管は、受挿し短管（呼び径

300～1100）、曲管（400～
1500）

③直管は、通常の直管とDGタイ
プの 2 種類

（更に、解説で溶接リング付き、
フランジ ･ リブ付きが記載）

JDPA G 1046 のPN形に変更
【改正前の継手構造の管の出荷実
績がほとんどなくなり、改正後の
ものに置き換わった】
①継手構造を下記の図に示す
③【直管の押込み配管で施工延長

を伸長等できるラインアップが
追加された】

UF形 （改正点なし） −

K形 T 頭ボルト･ナットはダクタイル
鋳鉄製

T 頭ボルト･ナットはダクタイル
鋳鉄製又はステンレス鋼製

T 頭ボルト･ナットの材料にステ
ンレス鋼を追加【耐食性向上】

T形
直　管 : 呼び径75～2000
異形管 : 呼び径75～250

直　管 : 呼び径75～250
異形管 : 呼び径75～250

呼び径300～2000の直管を削
除【前回改正以降の出荷実績がほ
とんどない】

U形 （改正点なし） −

フランジ形 （改正点なし） −

JWWA
G

120
・

121

GX形

①対象呼び径75～300･400
②75～300の各呼び径で1種類

のG-Link
③〔呼び径75～250 ゴム輪（直

管用､ P-Link用）〕

①対象呼び径75～400
②75～300の各呼び径で2種類

のG-Link
③〔呼び径75 ～250 ゴム輪（直

管用､ P-Link用）〕

①呼び径350を追加（400と同様
にP-Link、G-Linkの規定なし）

②新しい形状 ･ 寸法のG-Link追
加（離脱防止性等の性能及び施
工方法に差異はなく､使い分け
はない）

③形状 ･ 寸法、物性を変更【呼び
径300･400のゴム輪の形状･
物性を取り入れて改良】

（呼び径 300～ 800）
注記　押輪及びボルトは呼び径 700･800 で使用。B 部詳細

C 部詳細

B 部

C 部

押輪

押輪

ボルト

ボルト

ロックリング

ロックリング

スプリング

ゴム輪

ゴム輪

（モルタルライニング）

（モルタルライニング）

（呼び径 900～1500）

改正前のＰＮ形受口

ロックリング挿入用長穴なし
（継手接合時のロックリング挿入なし）

セットボルト用
タップ穴

ロックリング
挿入用長穴
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●巻頭言には 3 年ぶりに開催となった全
国会議（水道研究発表会）の開催地名
古屋市の河村市長に「名古屋市水道事
業における施設整備」と題して長期的な
視点に立ったアセットマネジメントによる
名古屋市の計画的な更新事業の取り組
みに関して原稿をいただきました。

●座談会は、「水道マンを育てる土壌　～名
古屋市の技術の継承と人材育成につい
て～」と題して、新型コロナウイルス感染
症対策を行い、107 号以来の対面で実
施しました。全国の水道事業体の悩み
は遅 と々して進まない更新・耐震化、そ
して技術の継承・人材育成にあります。
名古屋大学の平山准教授をお招きして、
名古屋市における人材育成プログラムの
紹介、職員に対する技術継承の取り組
み、工事業者の育成・ポイント、周辺事

業体との意見交換など、多くの水道事
業体が参考にすべき意見を頂戴しまし
た。先生からも貴重な提言も頂きました
ので、ぜひご一読ください。

●技術レポートでは大口径管の更新、小規
模簡易 DB 方式による配水管布設替、
他企業管との共同推進工事、道路架
け替え工事に伴う水管橋設置工事、
GX 形、ＮＳ形Ｅ種を採用した事業体か
らの報告など、他事業体の参考となる
6 本のレポートを掲載しています。

●新型コロナウイルス対策として、マスクの
着用、手洗い、うがいが欠かすことが
できません。手洗い、うがいをするため
には水道水が必要です。あらためて安
全で安心な水道水を持続的に供給され
ている全国の水道事業体職員に感謝申
し上げます。
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編集後記

東京都千代田区九段南4丁目8番9号（日本水道会館）
電話03（3264）6655（代） ＦＡＸ03（3264）5075
大阪市中央区南船場4丁目12番12号（ニッセイ心斎橋ウェスト）
電話06（6245）0401 ＦＡＸ06（6245）0300
札幌市中央区北2条西2丁目41番地（札幌2・2ビル）
電話011（251）8710 ＦＡＸ011（522）5310
仙台市青葉区本町2丁目5番1号（オーク仙台ビル）
電話022（261）0462 ＦＡＸ022（399）6590
名古屋市中村区名駅3丁目22番8号（ 大東海ビル）
電話052（561）3075 ＦＡＸ052（433）8338
広島市中区立町2番23号（野村不動産広島ビル8階）
電話082（545）3596 ＦＡＸ082（545）3586
福岡市中央区天神2丁目14番2号（ 福岡証券ビル）
電話092（771）8928 ＦＡＸ092（406）2256








